
１ 特別支援教育推進の前に立ちはだかる、忘れてはならない重要な視点

Ａ中学校では、特別支援教育のスタートは順調に思われた。毎月１回定期的に開催される特別支

援教育推進委員会・ケース会議。特別支援教育コーディネーターから出される通信や研修会報告。

年３回行われる特別支援教育校内研修会。個別支援教室の設置※１。特別支援教育アシスタントの配

置等。小・中連携では、小・中合同新入生学級編成連絡会※２や、中学校区特別支援教育コーディネ

ーター連絡会、小・中合同研修会※３等、小・中学校の連携も盛んに行われるようになった。

しかし、どうもしっくりこない。いろいろ検討し、悩んでみたが、実際のところこれらの実践は、

重要な事ではあるが、十分な内容ではなかったのである。つまり、中学校の実践で欠くことのでき

ないもの、生徒指導との連携という視点が見落とされ、障害児教育の延長線上の特別支援教育でし

かなかった、ということである。

※１ 特別支援学級の柔軟な活用ということで、その一室を、クールダウンや個別指導に活用した。

その支援には、主として特別支援教育コーディネーターがあたった。

－中学校の実践Ⅲ－

生徒指導部との連携を中心とした

特別支援教育コーディネーターの取組

Ａ中学校は市内最大級のベッドタウンに立地している全校生徒５００余名の中規模校であ

る。近隣には、県営住宅、大型小売店舗を中心とした商店街、県立高校、県立特別支援学校な

どの諸学校、Ｂ公園をはじめとする憩いの場が集中している。

学区は２つの小学校区で構成されている。本校在籍生徒のほとんどは両校から進学してく

る。また、２小学校には、特別支援学級、通級指導教室が設置されており、その特別支援学級

在籍児童のほとんどは、Ａ中学校の特別支援学級へ入級し、個々の教育的ニーズに応じた支援

を受けている。

生徒は、人なつっこく、礼儀正しくあいさつができる。授業規律が確立しつつあり、表面的

には落ち着いた授業が展開されている。反面、人間関係の希薄さ、学習意欲の低さ、相手の立

場に立った言動が取れない、不登校生徒が多い等課題も多い。しかも、「二次的障害」と相ま

ってその実態を複雑にしている現状がある。特別支援学級在籍生徒はもとより、人間関係作り

への支援、低学力の生徒への支援、問題行動への支援、さらに、ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉

症等の発達障害の疑いのある生徒や、診断を受けている生徒への個々の教育的ニーズに応じた

支援が最重要課題となっている。

これらの実態に対応し、楽しく充実した中学校生活が送れるよう、生徒一人一人の教育的ニ

ーズを把握・理解し、関係機関、保護者と連携し、校内体制として適切な支援を実践すること

が必要不可欠である。

そこでＡ中学校では、「Ｓｐｅｃｉａｌ Ｎｅｅｄ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ Ｍａｎｕａｌ＝

Ａｃｈｕ Ｓｔｙｌｅ＝（ＴＲＩＡＬ）」を策定した。このマニュアルを特別支援教育実践の

指針とし、その中核を担う特別支援教育推進委員会を立ち上げ、特別支援教育コーディネータ

ーが指名された。



※２ 小学校から中学校へ入学してくる時の最初の学級編制は、各小学校からの情報と、中学校で

のクラス数分に分けた、あらかじめ出来上がったものを適当に組み合わせることで作り上げて

いた。この会議は、中学校側で組み合わせた仮の学級編制を、さらに中学校と小学校の関係の

教師が集まり同じ目線で最終の詰めを行う会議。

※３ 各学校で行う特別支援教育の講演会を、同じ学区の小学校、中学校にも声をかけ、一緒に研

修するという研修会の持ち方。一つの学校で三名の講師を依頼するのは大変だが、各学校へお

じゃますることでお互いの状況を知り合えることができる。一度、PTA とも連携し、地域の方

も参加した、オープン講演会も実施してみたが概ね好評だった。

２ 支援体制の再検討

それらの反省に立って、支援体制の再検討に入った。盛り込まれた内容の大きなポイントは特別

支援教育コーディネーターの校務分掌所属とコンサルテーション会議の設置である。その内容の概

略は次の６つである。（支援の流れについては資料を参照）

(1) 特別支援教育コーディネーターの所属を生徒指導部とすること。

(2) 特別支援教育推進委員会と生徒指導部とを上手く結びつけ、その支援体制を「鬼に金棒」にし

てしまうコンサルテーション会議を新たに設置する。そのメンバーは、校長、スクールカウンセ

ラー、生徒指導主事、特別支援教育コーディネーター、養護教諭、ふれあい教室推進委員とする

専門家集団とする。校内資源を十二分に活用する。

(3) コンサルテーション会議は週一回、会議のメンバーが出そろうよう時間割の中に時間を設定す

る（金曜日の２時間目といった具合に）。

(4) コンサルテーション会議には、とにかく生徒の状況に関して「困ったな」「おかしいな」と思

った事は、分野を問わず、遠慮せず、「個別支援シート」に記入してあげてもらう。不登校、問

題行動、精神的不安定等。担任個人でも、学年会からでも、特別支援教育推進委員からでも、ど

こからでも。

(5) あげられた「個別支援シート」を検討し、見立てを行い、そのチーム支援担当者を割り当てる。

特別支援で対応するのか、生徒指導で対応するのか。専門機関へ紹介するのか。等

(6) チーム支援担当者は記録を取り、また、コンサルテーション会議では必要に応じて支援の状況

を確認し、支援方針を修正することがある。

さらに、校内全体での生徒の様子を把握するために、「特別な教育的支援を必要とする生徒」につ

いて学年ごとに問題行動、不登校、障害（発達障害を含む）の４領域で集約できるようにした。電

子データで管理し、追加・修正も簡単に行えるようになっているので、教師にあまり負担を与えず

記入してもらうことができるものを考えた。生徒の状況、今までの効果的な取り組み、今後の支援

方針を明確にしているため、まとめられたものは、校内研修会で全教職員に提示され、そこで共通

認識が図られる。これらの資料はコンサルテーション会議でも校内状況の把握に活用し、また、状

況の悪化を予防する手立てを検討する参考にする。



３ 新しい支援体制づくりのポイント

新しい支援体制としてはまだ日は浅いが、着実にその効果が現れ始めている。まず、コンサルテ

ーション会議を設置したことで、具体的支援に入るまでの時間が大幅に縮小できたこと。これにつ

いては、

(1) スクールカウンセラーが参加することで的確なアドバイスがいただけるようになったこと。

(2) コンサルテーション会議が対象とする生徒の幅が広がっていて、とにかく「困った、どうし

よう…。」ということがあればすぐ検討でき、担任の先生が、「この生徒は、生徒指導が対象なの

か、特別支援が対象なのか」と迷う必要がなくなったこと。

ということが考えられるだろう。

このことは生徒指導と特別支援教育が上手にマッチングし、お互いの立場で、より多くの側面か

ら生徒を理解しようと知恵を絞り合えていることに他ならない。この支援体制になってからの半年

間で、よりよい学校生活が送れるように校内外での具体的支援が新たに始まったり再開したりして

いる生徒や関係者は、すでに数十名に達している。



資料 個別支援（早期＆チーム対応）の手順

小中連携

【主な活動内容】

どうして？ なぜだろう？ どうしたらいいんだろう？

行動観察・人間関係作り・よりよいコミュニケーション

担任による生徒の状況把握・個別支援シートによる整理集約

教師・保護者の対応・支援の状況

家族環境、学力、遅刻・欠席の把握 等

不登校

問題行動のサイン

発達障害の疑い 等

個別支援シートへの気付きの記入

学年会

情報交換・情報集約

個別支援シートによる共通理解・支援の方

向性原案検討

個別の支援を必要とする

生徒一覧にリストアップ

コンサルテーション会議

個別支援シートの活用

個別支援シートの提出

個別支援のコーディネート

○ 状 況 把 握 か ら 見 立 て へ

○現時点での具体的な目標と支

援方針の検討

・何を行うか

・誰が行うか

・いつからいつまで行うか。

不登校・問題行動等の予防

発達障害への支援

○教育的な支援が必要な生徒の

早期発見・早期対応

○支援（チーム支援）状況につ

いて検討・修正

専門機関

生徒指導

係会

個別支援教室

（特別支援教育推進委

員会）

教育委員会

生徒の困り感・

訴え

保護者の困り感・

不安

教職員の困り感・

迷い

ふれあい広場

カウンセリ

ングルーム

担 任

学 年 会

校内研修会

実態の共通認識

支援の方向性の確認

個別支援シートの回答

具体的支援の開始

指導経過の記録

支援経過のチェック

支援の再検討・方針修正

保護者・生徒
全教職員・アシスタント

担 任

チーム支援

協力体制

保健室

鉄則：

遅刻、欠席は必ず家庭連絡。

日常の欠席状況把握。

3 日連続欠席は家庭訪問。

一年生夏休み明け要注意（中１ギャップ）

一人で抱え込まずに、まず、声を出すこと。

生徒の様子について語り合おう。情報交流。

個別支援シート：

担任が記入し、生徒指導主

事、コーディネーターに渡

す。

コンサルテーション会議：

毎週金曜日２校時～

校長・SC・生徒指導主事・

コーディネーター・養護教

諭・ふれあい教室担当者・

関係教職員

個別支援ファイル作成

チーム支援者が記入

職員室に保管

指導経過の記録の保管

特別支援教育

推進委員会

特別支援学級

学年主任

アセスメント

アセスメント・諸検査

（WISC-Ⅲ・K－ABC 等）

個別の指導計画等作成

生徒指導部


